
▽
黒
字
決
算
と
な
っ
た
が
、
そ

　

の
要
因
の
十
分
な
分
析
を
。

▽
和
歌
山
大
学
岸
和
田
サ
テ
ラ

　

イ
ト
の
さ
ら
な
る
効
果
の
創

　

出
や
近
隣
大
学
と
の
連
携
に

　

よ
り
、
学
び
の
範
囲
拡
大
を
。

▽
指
定
管
理
者
制
度
は
、
選
定

　

基
準
で
あ
る
提
案
事
業
の
履

　

行
に
向
け
た
作
業
工
程
の
速

　

や
か
な
確
定
、
開
示
を
。

▽
行
財
政
再
建
プ
ラ
ン
は
財
政

　

状
況
を
踏
ま
え
て
見
直
し
、

　

施
策
の
復
活
な
ど
の
検
討
を
。

▽
岸
貝
清
掃
施
設
組
合
の
分
担

　

金
は
内
容
を
十
分
に
精
査
し
、

　

組
合
と
調
整
の
う
え
決
定
を
。

▽
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
育
成
、

　

居
場
所
づ
く
り
の
た
め
、
放

　

課
後
子
ど
も
教
室
は
民
間
の

　

力
を
活
用
し
、
取
り
組
み
強

　

化
を
。

第
一
分
科
会
…
企
業
誘
致

第
二
分
科
会
…
交
通
弱
者
へ
の

　
　
　
　
　
　

対
応

第
三
分
科
会
…
農
漁
業
の
産
業

　
　
　
　
　
　

化

※
傍
聴
さ
れ
る
方
は
、
市
役
所

　

新
館
３
階
議
会
受
付
へ
お
越

　

し
く
だ
さ
い
。

　

平
成
30
年
度
に
お
け
る
本
市

の
財
政
状
況
は
、
昨
年
９
月
の

台
風
21
号
に
よ
り
多
額
の
災
害

復
旧
費
が
生
じ
、
ま
た
、
一
般

会
計
及
び
特
別
会
計
の
未
収
入

額
が
約
21
億
円
、
不
納
欠
損
額

が
約
２
億
円
と
放
置
で
き
な
い

大
き
な
額
に
上
っ
て
い
る
。

　

一
方
で
、
Ｊ
Ｒ
阪
和
線
東
岸

和
田
駅
付
近
高
架
化
事
業
、
幼

稚
園
や
小
・
中
学
校
の
空
調
設

備
整
備
事
業
、
保
育
所
や
チ

ビ
ッ
コ
ホ
ー
ム

の
待
機
児
童
解

消
な
ど
、
市
民

生
活
に
直
結
す

る
事
業
を
推
進

し
な
が
ら
財
政

調
整
基
金
を
取
り
崩
す
こ
と
な

く
、
一
般
会
計
の
実
質
収
支
で

１
億
１
２
７
１
万
６
千
円
の
黒

字
決
算
と
な
っ
た
点
を
評
価
し
、

満
場
一
致
を
持
っ
て
認
定
し
た
。

会
期

  

令
和
元
年
８
月
22
日
か
ら
９

月
11
日
ま
で
の
21
日
間

本
会
議
１
日
目
（
８
月
22
日
）

　

監
査
報
告
、
専
決
処
分
の
報

告
、
継
続
費
精
算
報
告
書
の
報

告
、
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資

金
不
足
比
率
の
報
告

　

平
成
30
年
度
決
算
認
定
議
案

の
上
程
、
決
算
特
別
委
員
会
へ

付
託

　

市
有
功
者
表
彰
へ
の
同
意

　

条
例
の
一
部
改
正
や
補
正
予

算
な
ど
の
議
案
の
上
程
、
各
常

任
委
員
会
へ
付
託

　

一
般
質
問

本
会
議
２
・
３
日
目
（
８
月

23
・
26
日
）

　

一
般
質
問

各
常
任
委
員
会
（
８
月
27
～
29

日
）

　

付
託
議
案
の
審
査

庁
舎
建
設
特
別
委
員
会
（
８
月

30
日
）

　

特
定
事
件
の
調
査

本
会
議
４
日
目
（
９
月
２
日
）

　
各
常
任
委
員
長
か
ら
付
託
議

案
の
審
査
結
果
報
告
、
採
決

　

一
般
会
計
補
正
予
算
に
対
す

る
附
帯
決
議
の
上
程
、
採
決

決
算
特
別
委
員
会
（
９
月
２
・

４
～
６
・
９
日
）

　

付
託
議
案
の
審
査

本
会
議
最
終
日
（
９
月
11
日
）

　

決
算
特
別
委
員
長
か
ら
付
託

議
案
の
審
査
結
果
報
告
、
採
決

 

第
３
回
定
例
会
で
は
、
条
例
の
一
部
改
正
や
補
正
予
算
な

ど
20
件
の
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
30
年
度

一
般
会
計
な
ど
４
件
の
決
算
を
認
定
し
ま
し
た
。

 

こ
の
ほ
か
、
補
正
予
算
に
対
す
る
附
帯
決
議
な
ど
、
２
件

の
議
員
提
出
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

定
例
会
の
概
要

政
策
討
論
会
を

開
催
し
ま
す

新体制 24 人で　議会改革を進めます

〔

◎
稲
　
田
　
悦
　
治

○
宇
　
野
　
真
　
悟

　
反
　
甫
　
　
　
旭

　
南
　
　
　
加
代
子

　
井
　
舎
　
英
　
生

　
友
　
永
　
　
　
修

　
京
　
西
　
且
　
哲

　
松
　
本
　
妙
　
子

　
岡
　
林
　
憲
　
二

　
中
　
井
　
良
　
介

　
岸
　
田
　
　
　
厚

【決　算　特　別　委　員】

◎   委  員  長
○   副委員長

〔

開催日 時間 分科会

11月18日

（月）

午前10時 第一分科会

午後１時 第二分科会

午後３時 第三分科会

12月20日

（金）

午前10時 第二分科会

午後１時 第三分科会

午後３時 第一分科会

１月21日

（火）

午前10時 第三分科会

午後１時 第一分科会

午後３時 第二分科会

審
査
過
程
で
の

主
な
意
見
・
要
望

決
算
特
別
委
員
会

委
員
長
報
告

　

公
平
委
員
会
の
委
員
選
任

（
池い

け
う
ち
せ
い
い
ち
ろ
う

内
清
一
郎
氏
に
同
意
）

　

議
員
報
酬
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
の
上
程
、
採
決

　

各
常
任
委
員
会
と
議
会
運
営

委
員
会
に
よ
る
閉
会
中
の
継
続

調
査
の
可
決

～
黒
字
決
算
を
評
価
～

平
成
30
年
度
決
算 

満
場
一
致
で
認
定

第 178 号
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きしわだ



件　　名　・　内　　容

議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

結　果議 員 名
倉 

田

田 

中

堂 

本

殿 

本

反 

甫

宇 

野

烏 

野
南

井 

舎

友 

永

西 

田

桑 

原

岩 

﨑

河 

合

米 

田

京 

西

松 

本

岡 

林

雪 
本

鳥 

居

稲 

田

中 

井

岸 

田

今 

口

会 派 名 維 共 維 誠 未 維 未 公 次 公 次 公 公 次 公 次 公 誠 次 誠 次 共 共 共

 議案第 61 号　岸和田市立福祉総合センター条例等の
　　　　　　　一部改正について
 議案第 64 号　岸和田市立男女共同参画センター条例の
　　　　　　　一部改正について

○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議

長
○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × 可 決

受益者負担の適正化を図るため、令和２年４月から、
以下の施設の使用料を見直すとともに、営利利用の要
件を緩和するものです。
・福祉総合センター　　　・保健センター
・公民館、青少年会館　　・自然資料館
・男女共同参画センター

【反対討論】
　・公の施設を使用する者は全て受益者であると規定し、原則有料とするものである。 

減免規定はあるものの、施設を使った市民の活動を市民の権利と捉え、原則無料とす
ることと、有料であるが、減免により無料とすることには大きな違いがあり、市の政
策的立場において大きな後退である。

 議案第 70 号　令和元年度岸和田市一般会計補正予算 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議

長
○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × 可 決

山直北小学校の学校給食調理の民間委託や、岸和田
城収蔵庫内で発生したカビの被害を受けた歴史資料の
殺菌処理などの費用です。

【反対討論】
　・学校給食調理の民間委託について、山直北小学校で調理員が１名欠員となることから

委託するものである。昨年、委託費が２割近く高騰するなど、今後も委託費が高くな
ることは大いにありえる。民間委託の理由を財政効果としながら、経済性を無視した
ものである。

 市議案第６号　議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に
　　　　　　　 関する条例の一部改正について

○ × ○ × × ○ × × × × × × × ×
議

長
× × ×× × × × × × 否 決

本市議会議員の報酬などを、令和元年 10 月１日から
４年３月 31 日まで 10％減額するものです。

【賛成討論】
　・議員の多くが行財政改革を公約の一つとして市民に訴えてきた。議員自ら財政再建に

取り組む姿勢を示すことで、市民の理解や協力を得るべきである。

き し わ だ 議 会 だ よ り 第178号(2) 令和元年(2019年)　11月1日

（議長は表決しません）

賛 否 が 分 か れ た 議 案

議案番号 件　　名　・　内　　容

議案第 57 号 岸和田市有功者の表彰につき同意を求めるについて

議案第 58 号 会計年度任用職員の給与等に関する条例の制定について

議案第 59 号 会計年度任用職員制度の導入に伴う関係条例の整理
等に関する条例の制定について

議案第 60 号 一般職の職員の給与に関する条例及び職員の退職手
当に関する条例の一部改正について

議案第 62 号 岸和田市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業
に係る利用者負担に関する条例及び岸和田市特定教
育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する
基準を定める条例の一部改正等について

議案第 63 号 岸和田市印鑑の登録及び証明に関する条例の一部改
正について

　女性活躍推進の観点から、印鑑登録に旧氏の使用を認め

ることとしたほか、所要の規定を整備するものです。

議案第 65 号 岸和田市立文化会館条例の一部改正について

　受益者負担の適正化を図るため、令和２年 10 月から施

設の使用料を見直すほか、所要の規定を整備するものです。

議案第 66 号 岸和田市消防関係事務手数料条例の一部改正について

議案第 67 号 岸和田市消防団員の定員、任免、報酬、服務等に関す
る条例の一部改正について

議案第 68 号 岸和田市上水道事業及び下水道事業に従事する職員
の給与の種類及び基準に関する条例及び岸和田市下
水道条例の一部改正について

議案第 69 号 岸和田市上水道事業給水条例の一部改正について

議案第 71 号 令和元年度岸和田市自転車競技事業特別会計補正予算

議案番号 件　　名　・　内　　容

議案第 72 号 令和元年度岸和田市介護保険事業特別会計補正予算

議案第 73 号 令和元年度岸和田市上水道事業会計補正予算

議案第 74 号 令和元年度岸和田市病院事業会計補正予算

議案第 75 号 平成 30 年度岸和田市下水道事業会計未処分利益剰余
金の処分について

議案第 76 号 公平委員会の委員選任につき同意を求めるについて

認定第１号 平成 30 年度岸和田市決算認定を求めるについて

認定第２号 平成 30 年度岸和田市上水道事業会計決算認定を求め
るについて

認定第３号 平成 30 年度岸和田市下水道事業会計決算認定を求め
るについて

認定第４号 平成 30 年度岸和田市病院事業会計決算認定を求める
について

全 会 一 致 で 可 決 し た 議 案

公…公 明 党　　次…次世代政策会議
共…日 本 共 産 党　　維…大 阪 維 新 の 会
誠…誠 和 ク ラ ブ　　未…き し わ だ 未 来 　　○…賛成 ×…反対

主
旨

主
旨

主
旨

令和元年度岸和田市一般会計補正予算のうち　10 款教育費
 ６項社会教育費 ６目文化財保護費に対する附帯決議（要旨）

一 、今回の事案（岸和田城収蔵庫の歴史資料が、カビの被害を受けた

こと）については、管理するマニュアルが作成されておらず、ずさ

んな管理体制であったと言わざるを得ない。このようなことを二度

と起こさないため、資料等の受け入れや持ち出し、保管に関するマ

ニュアルを作成し、関係各課等での情報共有を行うこと。

一 、収蔵品（約４万５千点）及び岸和田城の２階・３階の収蔵庫のカ

ビ除去を全て終え、岸和田城が展示や収蔵に安全な場所であること

を確認した後に、展示を再開されたい。



　

旧
港
ベ
イ
エ
リ
ア
の
活
性
化
に
向
け
た
地
区
計
画
に
加
え
、

平
成
28
年
７
月
に
、
阪
南
１
区
（
地
蔵
浜
町
）
北
東
部
を
一

体
と
し
た
「
岸
和
田
旧
港
地
区
周
辺
の
魅
力
づ
く
り
構
想
」

を
策
定
し
た
。
旧
港
地
区
の
地
区
計
画
で
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ゾ
ー
ン
に
位
置
付
け
た
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
と

そ
の
周
辺
は
、
十
数
年
間
放
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
土
地
は

府
港
湾
局
所
有
の
た
め
、
活
用
に
は
同
意
が
必
要
と
な
る
。

　

市
の
中
心
市
街
地
に
、
未
活
用
地
が
存
在
し
て
い
る
こ
と

を
看
過
せ
ず
、
府
に
対
し
て
、
全
面
協
力
と
支
援
を

求
め
る
べ
き
で
あ
る
。
併
せ
て
、
運
動
公
園
と
し
て

い
た
浜
工
業
公
園
と
緑
地
を
魅
力
づ
く
り
構
想
に
含

め
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
と
改
修
の
協
力
を
府
に

求
め
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
も
指
摘
す
る
。

き し わ だ 議 会 だ よ り第178号 令和元年(2019年) 11月1日 (3)

①
本
市
の
子
ど
も
の
学
力
は
、
依
然
厳
し
い
位
置
付
け
の
ま

ま
で
あ
り
、
こ
れ
を
改
善
す
る
た
め
の
施
策
を
行
っ
て
い
る

も
の
の
、
な
か
な
か
結
果
が
見
え
て
き
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、

観
点
を
変
え
、
教
員
が
子
ど
も
へ
の
教
育
指
導
に
注
力
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
文
部
科
学
省
が
推
奨
し
て
い
る
統

合
型
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
を
早
急
に
導
入
し
、
教
員
の
働
き

方
改
革
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

②
市
内
の
公
立
幼
稚
園
が
大
幅
に
定
員
割
れ
と
な
る
一
方
で
、

保
育
の
受
け
皿
が
恒
常
的
に
不
足
し
、
待
機
児
童
が

解
消
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
財
政
面
か
ら
も
、
民

間
に
比
べ
公
立
の
方
が
倍
近
い
負
担
を
強
い
ら
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
を
解
消
す
る
た
め
、
本
腰
を
入
れ
て

幼
保
一
元
化
と
民
営
化
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

教
員
の
働
き
方
改
革
・
幼
児
教
育
と
保
育
の
あ
り
方

( 次世代政策会議）
西田　武史

　

本
市
の
観
光
客
数
は
、
平
成
23
年
か
ら
は
年
間
３
０
０
万

人
前
後
で
推
移
し
て
い
る
。
特
に
今
後
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

に
よ
る
観
光
客
数
の
さ
ら
な
る
伸
び
も
期
待
で
き
る
。

　

そ
こ
で
、
岸
和
田
城
周
辺
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
及
び
天

守
閣
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
の
「
大
阪
・
光
の

饗
き
ょ
う
え
ん宴

」
へ
の
参
加
を
提
案
す
る
。
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
岸

和
田
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
で
あ
る
岸
和
田
城
を
活
用
す
る
こ
と

で
、
最
も
岸
和
田
ら
し
い
コ
ン
テ
ン
ツ
を
作
る
こ
と
が
で
き

る
。
ま
た
、
本
市
が
た
く
さ
ん
の
魅
力
あ
る
ま
ち
で

あ
る
こ
と
を
、
来
訪
者
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
も
で

き
る
は
ず
で
あ
る
。
岸
和
田
城
の
新
た
な
観
光
利
用

の
ひ
と
つ
と
し
て
、「
大
阪
・
光
の
饗
宴
」
へ
の
参

加
を
前
向
き
に
検
討
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

岸
和
田
城
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
を

( 大阪維新の会）
倉田　賢一郎

ロ
ー
ズ
バ
ス
・
災
害
に
強
い
ま
ち
岸
和
田
に
つ
い
て

( 次世代政策会議）
井舎　英生

【
問
】
昨
年
９
月
の
台
風
21
号
に
よ
っ
て
、
春
木
体
育
館
が

大
き
く
破
損
し
、
取
り
壊
し
と
な
っ
た
。
春
木
体
育
館
は
、

春
木
・
大
芝
・
城
北
・
新
条
の
各
校
区
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
や

健
康
増
進
の
拠
点
で
あ
っ
た
。

　

今
後
、
同
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
目
的
達
成
の
た
め
に
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

【
答
】
利
用
者
に
は
、
中
央
体
育
館
や
総
合
体
育
館
の
ほ
か
、

近
隣
の
公
民
館
な
ど
の
利
用
を
検
討
し
て
も
ら
っ
た
。

　

春
木
体
育
館
と
し
て
の
機
能
は
失
っ
た
が
、
他
の

公
共
施
設
な
ど
の
利
用
を
促
進
し
、
本
市
全
体
で
の

体
育
振
興
、
健
康
増
進
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

岸
和
田
北
部
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て

( 誠和クラブ）
鳥居　宏次

そ
の
他
の
質
問 

○
産
業
会
館
の
廃
止
に
伴
う
問
題
点

　
　
　
　
　
　

 

○
国
道
１
７
０
号
の
沿
道
の
活
性
化　

ほ
か

ベ
イ
エ
リ
ア
の
活
性
化
に
、
大
阪
府
の
協
力
を
求
め
る

( 次世代政策会議）
京西　且哲

データ出典：岸和田市市街地整備課／南海ウイングバス南部 ( 株 )）

　

本
市
の
学
校
園
施
設
は
、
一
定
程
度
の
老
朽
化
が
進
ん
で

い
る
。
し
か
し
、
財
政
的
な
制
約
も
あ
り
、
各
学
校
園
か
ら

の
全
て
の
要
望
に
は
対
応
で
き
て
お
ら
ず
、
優
先
順
位
を
つ

け
て
整
備
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
の
う
え
、
今
の

ま
ま
施
設
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
今
後
さ
ら
な
る
維

持
管
理
経
費
が
必
要
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
で
求
め
ら
れ
る
生
き
る
力
を
育

む
た
め
に
は
、
児
童
・
生
徒
が
集
団
の
中
で
多
様
な
考
え
方

に
触
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

そ
れ
ら
の
解
決
策
の
一
つ
が
、
小
中
一
貫
校
で
あ

る
と
考
え
る
。
諸
課
題
が
あ
る
と
は
思
わ
れ
る
が
、

今
ま
で
の
学
校
運
営
の
あ
り
方
に
と
ら
わ
れ
な
い
議

論
・
検
討
を
行
う
よ
う
要
望
す
る
。

学
校
園
の
適
正
規
模
・
適
正
配
置
に
つ
い
て

( きしわだ未来）
反甫　旭

【
問
】
合
葬
墓
は
近
年
、
多
く
の
市
で
建
設
し
て
お
り
、
近

隣
市
で
も
昨
年
、
４
千
万
～
５
千
万
円
で
建
設
し
、
既
に

３
６
５
人
か
ら
の
申
し
込
み
が
あ
っ
た
と
聞
く
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
規
模
な
ど
を
早
急
に
検
討
し
、
収
支

計
画
を
立
て
、
早
期
に
整
備
す
べ
き
で
あ
る
が
、
市
の
考
え

を
聞
き
た
い
。

【
答
】
平
成
27
年
度
に
墓
苑
基
本
計
画
を
策
定
し
、
新
た
な

墓
地
需
要
対
応
と
し
て
、
合
葬
墓
を
中
期
整
備
に
位
置
付
け

て
い
る
。
近
年
、
一
般
墓
地
の
募
集
が
減
少
傾
向
に

あ
り
、
墓
じ
ま
い
を
行
い
、
返
還
さ
れ
る
墓
地
が
増

加
傾
向
に
あ
る
。
墓
地
経
営
の
視
点
か
ら
需
要
予
測

を
行
い
、
建
設
コ
ス
ト
な
ど
を
算
出
し
、
中
期
計
画

の
中
で
も
早
期
に
対
応
す
べ
き
課
題
と
考
え
て
い
る
。

合
葬
墓
建
設
に
つ
い
て

( 大阪維新の会）
堂本　啓祐

【
問
】
消
防
活
動
用
バ
イ
ク
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
火
災
や

自
然
災
害
な
ど
の
緊
急
事
態
に
、
大
型
車
両
や
救
急
車
が
進

入
で
き
な
い
狭
い
道
路
や
山
間
部
で
、
機
動
性
を
生
か
し
た

情
報
収
集
・
避
難
誘
導
・
消
火
活
動
が
で
き
る
。
ま
た
、
防

災
情
報
の
広
報
、
祭
礼
や
ス
ポ
ー
ツ
行
事
で
の
警
備
や
誘
導

に
加
え
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
装
備
し
て
の
出
動
や
認
知
症
の
高
齢
者

や
迷
子
の
捜
索
に
活
用
で
き
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

【
答
】
特
に
災
害
時
に
お
い
て
は
、
消
防
活
動
用
バ
イ
ク
な

ら
で
は
の
機
動
性
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

他
市
町
村
で
も
配
備
は
ま
だ
一
部
に
限
ら
れ
て
お
り
、

車
両
購
入
の
予
算
、
運
用
に
当
た
っ
て
の
人
員
、
免

許
な
ど
の
ク
リ
ア
す
べ
き
課
題
が
あ
り
、
現
状
で
は

導
入
の
優
先
順
位
は
低
い
と
考
え
て
い
る
。

防
災
・
減
災
に
つ
い
て

( 誠和クラブ）
岡林　憲二

　一般質問の様子は、市議会ウェブサイトの録
画中継のページでご覧いただけます。
　URL：http://www.city.kishiwada.osaka.jp/　　　　
              site/gikai/178rokuga.html

　令和元年第３回定例会では、16 人の議員
が一般質問を行いました。（発言順に掲載）

　また、11 月下旬以降、市立図書館や広報
広聴課の情報公開コーナー、市議会ウェブサ
イトの「会議録の閲覧」のページでも詳細を
ご覧いただけます。

市政に関する

一
般

質
問

要 旨

そ
の
他
の
質
問 

○
受
益
者
負
担
基
本
方
針

そ
の
他
の
質
問 

○
旧
港
地
区
周
辺
の
魅
力
づ
く
り

　
　
　
　
　
　

 

○
観
光
施
策

そ
の
他
の
質
問 

○
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
取
り
組
み

　
　
　
　
　
　

 

○
公
共
施
設
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
計
画
の
進
捗
状
況

交通弱者の市民を見捨てないでください。

ローズバス乗客⇒２月～７月48％に激減 !

①
公
共
交
通
空
白
地
域
の
高
齢

者
は
、
ロ
ー
ズ
バ
ス
が
頼
り
。

２
月
か
ら
の
改
正
は
、
利
用
者

を
半
減
さ
せ
る
悪
い
変
更
で
あ

り
、
交
通
弱
者
の
市
民
に
対
す

る
イ
ジ
メ
で
あ
る
。
市
長
は
、

高
齢
者
や
交
通
弱
者
の
声
に
耳

を
傾
け
て
ほ
し
い
。

②
災
害
時
に
消
防
車
や

救
急
車
が
走
り
回
れ
る

街
路
の
整
備
が
必
要
。

公
民
館
に
は
防
災
セ
ン

タ
ー
機
能
の
整
備
を
。
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【
問
】
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設
に
よ
り
、

妊
娠
期
か
ら
出
産
・
子
育
て
期
ま
で
、
支
援
を
必
要
と
す
る

母
子
を
把
握
し
、
児
童
虐
待
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の
発

生
を
予
防
す
る
た
め
の
切
れ
目
の
な
い
サ
ポ
ー
ト
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
加
え
て
、
産
後
う
つ
の
予
防
や
早
期
発
見
を
意

識
し
た
取
り
組
み
も
必
要
で
あ
り
、
産
後
ケ
ア
事
業
及
び
産

婦
健
康
診
査
事
業
を
導
入
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

【
答
】
産
後
ケ
ア
が
最
も
必
要
な
時
期
に
、
誰
で
も
ケ
ア
を

受
け
ら
れ
る
体
制
を
整
え
る
必
要
性
に
つ
い
て
は
十

分
認
識
し
て
い
る
。
協
力
者
が
い
な
い
な
か
で
、
子

育
て
を
し
て
い
く
人
へ
の
支
援
を
さ
ら
に
充
実
し
て

い
け
る
よ
う
、
両
事
業
の
需
要
を
調
査
し
、
導
入
に

つ
い
て
関
係
機
関
と
調
整
し
て
い
き
た
い
。

子
育
て
世
代
包
括
支
援
に
つ
い
て

( 公明党）
南　加代子

①
本
市
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
令

和
５
年
の
シ
ス
テ
ム
更
改
に
併
せ
て
検
討
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、
来
年
に
は
本
市
に
も
ゆ
か
り
の
あ
る
大
河
ド
ラ
マ
の
放

送
が
あ
り
、
そ
の
後
も
本
市
が
Ｂ
Ｍ
Ｘ
会
場
と
な
る
ワ
ー
ル

ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
、
そ
し
て
万
博
の
開
催
も
決
定
し

て
い
る
。
今
後
も
観
光
客
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
岸

和
田
城
な
ど
の
観
光
施
設
に
は
早
期
の
導
入
を
要
望
す
る
。

②
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
横
の
市
有
地
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、

入
り
口
が
狭
く
渋
滞
な
ど
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
付
近
の
市
道
の
一
部
を
拡
幅
す
れ
ば
問
題
は

解
決
し
、
土
地
の
価
値
が
高
ま
る
。
何
よ
り
も
駅
前

の
一
等
地
で
あ
り
、
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
、
地
域
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
利
活
用
を
強
く
要
望
す
る
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
・
市
有
地
の
利
活
用
に
つ
い
て

( 大阪維新の会）
宇野　真悟

　

近
年
、
少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
、
仕
事
の
都
合
で
定
住

で
き
な
い
な
ど
、
生
活
の
形
態
が
変
化
し
て
き
て
い
る
。

　

２
０
０
１
年
以
来
、
岸
和
田
女
性
会
議
は
合
葬
墓
に
つ
い

て
、
何
度
も
市
に
建
立
の
要
請
を
し
て
い
る
。
現
在
で
は
、

1
人
暮
ら
し
で
墓
の
面
倒
を
見
て
く
れ
る
人
が
い
な
い
、
ま

た
、
資
金
が
な
く
て
墓
も
建
て
ら
れ
な
い
と
い
う
人
は
少
な

く
な
い
。「
お
ひ
と
り
様
」
や
「
墓
じ
ま
い
」
と
い
う
言
葉

も
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
こ
の
言
葉
の
持
つ
意
味
は

ど
れ
ほ
ど
深
い
こ
と
だ
ろ
う
。

　

最
近
、
他
市
で
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
合
葬
墓

を
建
立
す
る
と
こ
ろ
も
出
て
き
て
い
る
。
時
代
の
流

れ
を
見
て
、
本
市
に
も
市
民
が
要
望
す
る
合
葬
墓
を

建
立
す
べ
き
で
あ
る
。

合
葬
墓
の
建
立
に
つ
い
て

( 誠和クラブ）
殿本　マリ子

　

行
財
政
再
建
プ
ラ
ン
２
０
１
９
年
３
月
版
で
は
、
集
中
的

に
取
り
組
む
メ
ニ
ュ
ー
の
１
番
目
に
「
幼
児
教
育
と
保
育
の

あ
り
方
の
見
直
し
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
今
年
４
月
で
の

保
育
所
の
待
機
児
童
数
は
29
人
、
潜
在
的
待
機
児
童
数
は

２
６
１
人
で
、
過
去
２
年
間
も
同
じ
よ
う
な
状
況
で
あ
る
。

こ
の
改
革
メ
ニ
ュ
ー
で
は
、
市
内
の
就
学
前
施
設
（
公
立
幼

稚
園
・
保
育
所
）
の
配
置
見
直
し
と
、
認
定
こ
ど
も
園
化
及

び
民
営
化
を
進
め
る
と
し
、
市
立
幼
稚
園
及
び
保
育
所
の
あ

り
方
が
、
現
在
、
検
討
委
員
会
で
議
論
さ
れ
て
い
る
。

　

今
回
の
質
問
で
は
、
障
害
児
保
育
を
始
め
、
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
果
た
し
て
い
る
公
共
の
大

き
な
役
割
を
示
す
と
と
も
に
、
今
後
と
も
公
共
と
し

て
、
子
ど
も
の
保
育
・
教
育
を
守
る
よ
う
求
め
た
。

幼
児
教
育
と
保
育
の
あ
り
方
の
見
直
し
に
つ
い
て

(日本共産党）
今口　千代子

①
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
障
害
者
が
65
歳
に
な
る

と
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
優
先
す
る
と
し
て
、
移

行
を
勧
め
ら
れ
る
。
経
済
的
負
担
な
ど
を
理
由
に
移
行
を
希

望
し
な
い
人
に
は
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
申
請
し
な
い
選

択
肢
も
あ
る
と
い
う
こ
と
を
周
知
し
、
障
害
者
自
身
が
サ
ー

ビ
ス
を
選
択
で
き
る
よ
う
対
応
を
求
め
る
。

②
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
お
い
て
、
学
習
支
援
は
貧
困
の
連

鎖
を
止
め
る
う
え
で
も
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
利
用
は
一

部
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
学
習
支
援
や
居
場
所
づ
く

り
の
充
実
を
求
め
る
。
ま
た
、
子
ど
も
食
堂
な
ど
地

域
の
人
々
に
よ
る
取
り
組
み
と
も
連
携
し
、
市
全
体

で
子
ど
も
の
貧
困
対
策
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
な
仕
組

み
、
体
制
づ
く
り
を
要
望
す
る
。

障
害
者
65
歳
問
題
・
子
ど
も
の
貧
困
対
策

(日本共産党）
田中　市子

①
行
財
政
再
建
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
、
３
月
に
行
っ
た
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
２
１
５
件
84
人
の
市
民
か
ら
意
見
や
要

望
が
寄
せ
ら
れ
た
。
平
成
30
年
度
の
決
算
状
況
も
行
財
政
再

建
プ
ラ
ン
の
策
定
時
よ
り
改
善
さ
れ
て
い
る
。

　

市
民
生
活
に
影
響
が
あ
る
施
策
に
つ
い
て
は
、
財
政
状
況

を
勘
案
し
て
再
度
プ
ラ
ン
を
見
直
し
、
施
策
の
復
活
を
検
討

す
る
こ
と
。

②
地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て
は
、
特
に
台
風
な
ど
で
事
前
に

開
設
す
る
避
難
所
を
、
高
齢
者
・
障
害
者
の
実
態
に

合
っ
た
避
難
空
間
と
し
、
避
難
を
た
め
ら
わ
な
い
状

況
を
確
保
す
る
こ
と
。

　

ま
た
、
長
期
避
難
所
と
な
る
各
小
・
中
学
校
の
体

育
館
に
は
、
空
調
設
備
を
設
置
す
る
こ
と
。

行
財
政
再
建
プ
ラ
ン
、
地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て

( 日本共産党）
岸田　厚

市政に関する 一 般 質 問

※開会時間は午前10時の予定です。
※傍聴される方は、当日、市役所新館３階
　議会受付までお越しください。

そ
の
他
の
質
問 

○
岸
和
田
市
に
在
住
す
る
外
国
人
の
実
情

　

本
市
は
現
在
、
行
財
政
再
建
の
真
っ
た
だ
中
に
あ
る
。
と

こ
ろ
が
、
目
先
の
収
支
の
た
め
に
市
民
や
職
員
に
負
担
を
求

め
、
支
援
や
補
助
を
減
ら
し
、
公
共
施
設
の
維
持
費
ま
で
削

減
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
続
け
る
と
、
ま
す
ま
す

負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
に
落
ち
込
ん
で
し
ま
う
。
そ
こ
で
、
行
財

政
再
建
を
成
し
遂
げ
る
た
め
、
次
の
３
点
を
要
望
す
る
。

　

①
市
民
の
申
請
手
続
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
手
数
料
の
割

引
制
度
を
導
入
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
を
促
進

す
る
こ
と
。
②
行
政
文
書
を
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
し
、

業
務
効
率
の
改
善
と
業
務
ス
ペ
ー
ス
の
縮
小
に
よ
る

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
行
う
こ
と
。
③
財
政
改
革
の
視
点

か
ら
、
今
後
、
国
が
標
準
化
を
進
め
る
シ
ス
テ
ム
を

早
急
に
導
入
し
て
業
務
を
合
理
化
す
る
こ
と
。

行
財
政
再
建
の
要
は
業
務
改
善
と
業
務
改
革

( 次世代政策会議）
雪本　清浩

そ
の
他
の
質
問 

○
用
途
地
域
の
変
更
と
ま
ち
づ
く
り

　

人
口
減
少
は
自
治
体
に
と
っ
て
深
刻
な
問
題
で
あ
り
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
で
あ
る
職
員
の
確
保
も
困
難
に
な
る

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
職

員
の
働
き
方
改
革
の
前
進
が
期
待
さ
れ
る
Ａ
Ｉ(

人
工
知

能)

・
Ｒ
Ｐ
Ａ(

ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
業
務
自
動
化)

を
導
入

す
べ
き
と
考
え
る
。
夜
間
な
ど
の
閉
庁
時
間
で
の
稼
働
、
大

量
な
作
業
の
迅
速
な
処
理
、
人
的
ミ
ス
の
防
止
な
ど
に
よ
り

業
務
効
率
が
上
が
り
、
職
員
の
超
過
勤
務
時
間
の
削
減
に
つ

な
が
る
。
ま
た
、
来
庁
し
た
市
民
へ
の
対
応
時
間
も

短
縮
さ
れ
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
向
上
す
る
。
よ
り
早

く
Ｒ
Ｐ
Ａ
の
導
入
が
全
庁
に
広
げ
ら
れ
る
よ
う
、
ま

た
、
１
日
も
早
く
Ａ
Ｉ
の
導
入
が
実
現
で
き
る
よ
う

進
め
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
。

自
治
体
業
務
へ
の
Ａ
Ｉ
・
Ｒ
Ｐ
Ａ
の
導
入
に
つ
い
て

( 公明党）
友永　修

12月４日(水) 本会議

　　５日(木) 本会議

　　９日(月) 文教民生常任委員会

　　10日(火) 事業常任委員会

　　11日(水) 総務常任委員会

　　12日(木) 庁舎建設特別委員会

　　13日(金) 本会議

12 月定例会の日程 (予定 )

　４日(水)と５日(木)の本会議
を、テレビ岸和田で生中継しま
す。再放送は、７日(土)と８日
(日)の予定です。
　また、ラヂオきしわだでも録音放送しま
す。詳細は、各放送局のウェブサイトをご
覧ください。

議会中継を実施します
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